
 

令和４年度事業報告書 

自 令和 ４年４月 １日 

至  令和  ５年３月３１日 

 

Ⅰ. 事業活動の概況に関する事項 

  

 １ 事業年度の主要経過 

 令和4年に入っても、新型コロナウィルス感染症の影響は継続し、7月下旬頃から新規

感染者数は高水準で推移するなど、予断を許さない状況が続いていたが、ワクチンの普及

などもあり、徐々に収束の方向に向かっていった。大阪でも、令和5年2月24日には、

感染拡大状況及び医療提供体制の逼迫状況を示す「大阪モデル」が、「警戒解除(緑信号)」

に移行し、国においても、新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置づけを 5類感染

症に変更するとの考えが示されるなど、社会全体のウィズコロナへの移行が進んできた。 

 こうした中、日本経済は、コロナ禍の影響に加え、国内外で大きな環境変化が生じ、企

業活動にも多大な影響が及ぶところとなった。世界的なエネルギー・食料価格の高騰をは

じめ、令和4年の初めには、１ドル115円程度であったドル円レートが、3月頃から急激

に円安が進み、10月には、一時、１ドル150円台に突入するなど、わが国経済を取り巻く

環境は、厳しさが増す状況にあった。とりわけ、飲食料やエネルギー分野をはじめとする

値上がりは、事業経営や日々の暮らしに大きな影響を与えており、令和4年度の消費者物

価指数は、前年度比3.0%上昇し、第2次オイルショックの影響が続いていた昭和56年度

以来、41年ぶりの水準となった。 

なお、政府の見通しによれば、令和4年度のわが国全体の経済動向としては、緩やかな

持ち直しが続き、実質国内総生産(実質GDP)1.7%程度、名目国内総生産(名目GDP)は、

1.8%程度の成長になると見込んでいる。 

酪農乳業界においては、飼料や生産資材、包材、エネルギーなど、あらゆる生産コスト

の高騰が続き、経営の厳しさは業界全体を覆っていた。令和 4年11月には、酪農家が厳し

い環境におかれる中、飲用等向け乳価が、１キロあたり10円の期中引き上げが行われてい

る。牛乳・乳製品については、飲用向け等の乳価の引き上げに伴う製品価格改定等の影響

や、度重なる物価上昇を背景とした家計の節約志向もあり、令和5年の年明け以降、牛乳

消費の落ち込みが目立ち始めてきた。 

こうした中、学校給食用牛乳供給事業は、本年度も新型コロナウィルス感染症の影響を

受け、小中学校の学級閉鎖等が相次ぎぐ事態となったが、農林水産省の学校給食用牛乳安

定需要確保対策事業については、適切に事業運営に努めてきた。 

上記のように、新型コロナウィルス感染症の影響等もあり、予定していた協会の事業が執

行できないものもあったが、関係団体と調整を進めオンライン形式で実施するなど、効率

的な事業実施に努めた。 

 



Ⅱ. 事業実績 

 

１．牛乳･乳製品の消費拡大 

牛乳･乳製品の消費拡大については、会員それぞれが新商品開発やホームページ等

を通じて消費拡大に努めるとともに、協会においては中央団体及び関連団体とも歩調

をあわせて消費者に対する牛乳・乳製品への理解の醸成を図ったところである。さら

に、中央団体からの情報伝達などを通じて会員一体で消費拡大に向けた意識の共有化

を図るとともに、生乳需要拡大事業の定着に努めた。 

 

１）ブロック会議等の開催を通じた会員への消費拡大の要請 

一般社団法人日本乳業協会上期ブロック会議   

 令和４年7月１１日 WEB会議 

一般社団法人日本乳業協会下期ブロック会議   

 令和５年３月１３日 湊川神社楠公会館 星雲の間 

 

 一般社団法人Jミルク事業説明会      

   第1回 令和４年４月７日 １４時～１５時３０分 Web開催 

      

２）中央団体からの情報の提供 

一般社団法人日本乳業協会、一般社団法人 Jミルクからの消費拡大に関する関連情

報を会員に発信し、その周知に努めた。 

 

３）骨密度測定及び栄養指導事業の実施 

    （新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催中止） 

 

  ４）牛乳に関する理解醸成活動事業に参画 

     一般社団法人日本乳業協会と共に、牛乳の風味変化を含む酪農や生乳の特性につい

て生徒及び学校教育者等に理解醸成、牛乳の飲用促進を図ることを目的に実施した。 

     令和４年１０月６日 出前授業研修会（八尾市立曙川東小学校） 

               参加人数４８人 

  

  ５）牛乳消費促進および牛乳値上げに対する消費者への理解醸成活動 

１１月からの期中乳価改定とそれに伴う牛乳販売価格改定に伴い牛乳消費の減退、

生乳需給の大幅な緩和が懸念されることから、業界団体として消費者に対する理解醸

成と牛乳消費拡大を図る必要があると考え、協同乳業㈱に協力を得て、「牛乳でみんな

元気に。」と題して無償提供を行った。 

令和４年１１月１３日 万博記念公園 ５００個配布  

 

  

 



 ６）「土日ミルク食堂」オープニングイベント参画 

   「給食のない日」にも子どもたちが牛乳を飲むことの大切さを幅広く伝えるためのイベ

ントをJミルクが開催。その中の全国の給食牛乳を楽しもう！「４７都道府県給食牛乳

マップ」に大阪府内学校給食用牛乳供給事業者の協力を得て、紙パックの展示に参画 

       

２．衛生管理及び安全管理体制の構築 

協会の重点事業として、牛乳・乳製品に対する事故防止及び安全性の確保等を図るた

め、次の事業を実施した。 

 

１） 講習会等への参画 

○ 牛乳衛生講習会の実施 

   （一社）日本乳業協会が主催の地域における中小規模の乳業工場の衛生管理水準の底

上げを図ることを目的とした講習会に参加。牛乳等の衛生管理水準の向上、特に中小

規模の乳業工場の底上げを図る観点から、若年の製造・品質管理者等を対象として一

般社団法人日本乳業協会の共催で実施する。 

  令和４年８月５日 ヒルトンプラザウェストオフィスタワー８階C 

 「乳協及び行政関連情報」     一般社団法人日本乳業協会 高原光一 

「HACCP」「衛生管理の基礎」「工程での衛生・品質管理」 

    江崎グリコ株式会社品質保証部カテゴリー品質グループ 薮下 彩  

 

〇 HACCP実務者講習会 

  HACCP義務化に伴いマル総制度が廃止されたことにより、これまでの

HACCPシステムを維持向上して行くため、運用のキーマンとなる技術者育成を

主眼におき、特に大手乳業会社の若手技術者、中堅乳業会社の中堅社員を主な対

象として東京及び大阪で計 2回開催 

  第1回 令和４年１０月３１日～１１月２日（東京） 

  第2回 令和４年１２月 ６日～１２月８日（大阪） 

        

〇 HACCP手引書講習会 

小規模事業者に対する HACCP義務化に対応する支援策として一般社団法人日

本乳業協会の作成したHACCPの考え方を取り入れた衛生管理計画作成の手引き

(牛乳・乳飲料編)を用いて、特に HACCPの考え方を取り入れた一般衛生管理が



求められる小規模事業者に対して実践的な取り組み内容を解説するHACCP手引

書講習会を開催 

    令和４年１２月２８日～３月３０日 オンデマンド動画で開催 

 

○ 官能評価員育成研修会（基礎コース）令和４年４月２４日乳業会館（東京）                

                  令和４年６月 ７日熊本県酪連（熊本市） 

                  令和４年７月 ６日乳業会館（東京） 

                  令和４年９月１５日中央公民館（豊見城市） 

                  令和４年10月２８日協同の杜（山形市） 

      〃    （専門コース）令和４年６月１４～１５日 

                  乳業会館（東京） 

                  令和４年１２月２０～２１日 

                  乳業会館（東京） 

 

〇 乳製品表示講習会  

  食品表示基準の改正等食品表示に係る法改正に対応するために、2021年1月に「乳

製品及び乳等を原料とする食品（以下、乳主原）の表示ガイドライン」を改定しまし

た。本講習会はこのガイドラインの内容の理解を深め、乳製品ならびに乳主原の表示

実務に必要な知識を習得することを目的として開催。     

 

 令和４年６月３０日 乳業会館  

 令和４年９月２２日 アイピーシティホテル大阪 

令和５年２月２１日 乳業会館 

 

２）ブロック会議による衛生管理の周知 

一般社団法人日本乳業協会上期ブロック会議  

令和４年７月１１日 Web会議 

 

一般社団法人日本乳業協会下期ブロック会議   

    令和５年３月１３日 湊川神社楠公会館 星雲の間 

 

３）各種情報の提供 

国、大阪府、一般社団法人日本乳業協会、一般社団法人Jミルク、全国飲用牛乳公

正取引協議会等からの通知や関連情報を会員に発信し、その周知･啓発に努めた。 

 

３．品質・表示にかかる公正規約の遵守 

消費者の正しい商品選択と公正な市場競争に資するために「飲用乳の表示に関す

る公正競争規約」等の遵守に努めるとともに定期成分検査の実施等品質・表示の適

正化に努めた。 

 



１）ブロック会議の開催 

全国飲用牛乳公正取引協議会上期ブロック会議  

令和４年７月１１日 Web会議 

 

全国飲用牛乳公正取引協議会下期ブロック会議    

  令和５年３月１３日 湊川神社楠公会館 星雲の間 

 

２）成分検査業務 

期 １期成分検査 ２期成分検査 ３期成分検査 合  計 

検体数 ８９ ８８ ９２ ２６９ 

 

 

３）検査技術研修会 

・開催状況 年間１２回開催（合併検査コース、分析検査コース、細菌検査コース） 

         受 講 料：有料  

         実施場所：（公財）日本乳業技術協会 乳業会館 

・受講会員 日本酪農協同㈱（合併検査コース） 

     ビタミン乳業㈱（合併検査コース） 

 

4．乳質管理委員会の開催 

良質かつ安全安心な生乳を安定的に確保するため、乳質管理委員会を開催する。 

・委 員  ㈱明治、森永乳業㈱、雪印メグミルク㈱、協同乳業㈱、日本酪農協同㈱、

㈱いかるが牛乳、泉南乳業㈱、ビタミン乳業㈱ (委員長：（株）明治) 

・開催日  １月１８日 

   ※今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、年間４回予定していたうち、1

回実施のみとなった。 

 

5．衛生研修会等の実施 

   食品工場における衛生知識や衛生管理技術の向上を通じて、より安全・安心な牛乳

の供給を確保することを目的として、研修会を実施する 

○ 衛生研修会         

   ・「乳協及び行政関連情報」 一般社団法人日本乳業協会 高原光一 

   ・「HACCP」「衛生管理の基礎」「工程での衛生・品質管理」 

    江崎グリコ株式会社品質保証部カテゴリー品質グループ 薮下 彩 

            

 6．学校給食用牛乳供給事業 

本事業は「酪振法」に基づき、安全で品質の高い国内産の牛乳を学校給食用に継続して計画

的かつ効率的に供給することを内容とする事業であり、「学校給食用牛乳供給対策要綱」（事

務次官通知）」によりその実施が図られている事業である。 



当協会は、今年度においても国の施策の実施主体として、大阪府内において下記の

学校校給食用牛乳供給事業の執行に努めた。 

１）国庫補助事業実施状況(事業実施主体事業)              

（単位：円） 

区      分 精算金額 

１学校給食用牛乳供給円滑化

推進事業 

 

２学校給食用牛乳安定需要確

保対策事業 

 

３学校給食用牛乳新規利用推

進事業 

推進協議会等学乳に係る会議 

学乳に係る必要な経費等 

 

学校給食用牛乳安定需要確保対策事業 

 

 

学校給食用牛乳新規利用推進事業 

 

601,601 

 

 

14,789,384 

 

 

2,852,736 

  

 

計  18,243,721 

   

２）大阪府学校給食用牛乳推進協議会の開催 

｢大阪府学校給食用牛乳推進協議会規約｣に基づき、学校給食用牛乳供給の円滑な推

進に向けて「学校給食用牛乳の供給価格の期中における見直し」、「無償サービスの見

直し」、「安全安心な学乳供給の徹底に向けた取組について」、「生乳取引価格の引き上

げによる学乳価格への影響について」、「令和５年度学乳価格の決定手続き等について」 

協議を行った。 

 

（１）推進協議会 第１回 令和４年１０月２１日 公益財団法人大阪府学校給食会 

        第２回 令和５年 ２月 １日 ＷＥＢ開催 

 

３）学校給食用牛乳供給事業にかかる代表者会議 

（１）学校給食用牛乳供給代表者・担当者会議 

      ①令和４年６月１６日 スイスホテル南海大阪  

            ・ストローレス容器及びバイオマスストロー等に関する意見

交換について 

            ・その他 

                         

②令和５年３月１６日 スイスホテル南海大阪 

      ・令和４年度大阪府学校給食用牛乳供給事業について 

      ・その他 

４）学乳通信の発行 

   学校給食用牛乳を安全・安心に供給するため、学乳に係る諸問題を市町村等にご理解を

深めてもらい、情報を共有いただくために不定期に発行。 

 



Ⅲ．協会の運営状況に関する事項 

定時総会及び理事会を開催し、定款に基づき協会の重要な意思決定及び協議を行った。 

 

１）総会の開催 

第４６回定時総会  

ア 開催日時     令和４年６月１６日 

イ 開催場所     スイスホテル南海大阪 

  ウ 出席会員数    １０社 

  エ 出席理事･監事数   ８名 

  オ 主な議案と議決状況  

「令和３年度事業報告及び収支決算報告」、「令和３年度決算剰余金の処

分案｣、「令和４年度事業計画案及び収支予算案」「役員選任」 

以上４議案を審議し満場異議無く承認 

  

２）理事会の開催 

（１）第１回理事会  

  ア 開催日時     令和４年５月１２日（書面開催） 

  イ 理事数（定足数） １０名（１０名） 

  ウ 監事数（定足数）  １名（ １名） 

エ 主な議案の議決状況 

「第４６回定時総会議案書」（案）について 

以上の議案事項を役員全員から書面により同意の意思表示を得たので、

一般社団・財団法人法第９６条及び当協会第３７条の規定に基づき、当該

提案を可決する旨の理事会があったものとみなされた。なお、上記提案に

異議を述べた監事はいない。 

  

（２）第２回理事会 

ア 開催日時      令和４年６月１6日 

イ 開催場所      スイスホテル南海大阪 

  イ 出席理事数     ９名 

  ウ 出席監事数     １名 

  エ 主な議案の議決状況  

    定款２３条第２項に定める副会長の選出協議が行われ、副会長に中条 

純平氏がが全員賛成のもとに選出された。 

 

（３）第３回理事会 

  ア 開催日時     令和５年３月１６日（書面開催）  

  イ 理事数（定足数）    １０名（１０名） 

  ウ 監事数（定足数）     １名（ １名） 

  エ 主な議案の議決状況  



    「令和４年度決算見込みに関する件」、「令和５年度暫定予算(案)に関す

る件」 

    以上の議案事項について、役員全員から書面により同意の意思表示を得

たので、一般社団・財団法人法第９６条及び当協会第３７条の規定に基

づき、当該提案を可決する旨の理事会があったものとみなされた。な

お、上記提案に異議を述べた監事はいない。 

     

 

３）監事監査の実施 

  ア 開催日時      令和４年５月１１日  

  イ 開催場所      大阪府牛乳協会 会議室 

  ウ 監査結果 

    鵤 宏樹監事による監査の結果、適正との監査結果報告を受けた。 

 

Ⅳ．諸会議に関する事項 

 

１） 新年互礼会の開催  

令和５年１月１８日  参加者４７名  帝国ホテル大阪 

 

２） 近畿ブロック乳業協議会の開催  

今年度開催なし 

 

 

３）中央団体の総会等 

一般社団法人日本乳業協会定時社員総会  令和４年５月２０日 

                    ホテルメトロポリタンエドモント 

 

全国飲用牛乳公正取引協議会定時委員会  令和４年５月１９日 

                    ホテルメトロポリタンエドモンド 

 

一般社団法人Jミルク定時総会      令和４年６月１４日 

                   ワイム会議室 

 

４）他団体の総会等 

一般社団法人全国牛乳流通改善協会    令和４年６月１０日 

                    アルカディア市ヶ谷 

 

公益社団法人大阪食品衛生協会総会    令和４年５月２５日 

                    シティプラザ大阪 

 



一般社団法人大阪府畜産会定時総会    令和４年６月２２日 

                    大手前建設会館 

 

公益財団法人大阪府学校給食会給食大会  令和４年７月２５日 

                    大阪市中央公会堂 

 


